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表 1 排泄指導の経過一覧








































尿•.． 3 度の失敗・ 2 度の成功
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口：改善 o:かなり改善 △ ：少し改薔











②非常に恐がりで、トイレに行くこと、便座に座ること ／ ~ 
定 を極度に怖がり末だにおむつ使用
③一人になることに大きな不安な様子を示す
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共同注意行動に関する項目チェック表（一部抜粋 古山2005)
















提 子どもが持っているものを指さして、「それちょう 視線と 他者に視線を






渡 自発的提示・手渡し X X 
し
に渡したり、見せたりする。
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図4 Standing-Gate Scale 
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〇脱臼傾向の部位に関しては，現在のところ，特に変化
は見られない。保護者・本児と現在の課題の継続を確認
するとともに，普段の生活でわり座で座ることから，負
担の少ないあぐら座位で座る時間をつくるなど自分でで
きそうな課題をあわせて指導した。
5. 考察
平成16年度から今年度にかけて指導を行っている中で，
保護者，本人，担任，訓練担当者との連携を基本に，特
に親子訓練会と学校教育・訓練会との関連性を強調しな
がら指導を展開した。課題設定は学校教育からのつなが
りを重視することで，保護者・本人が将来的なつながり
が見えやすく，より納得しやすいものになったのではな
いかと考える。手術の相談については保護者も本人も不
安感を持っており，親子訓練会で似たような経験を持つ
保護者から話を聞いたり，別の医師の診断を受けてみる
などを経て現在は少し落ち着いた様だが，課題の修正や
日々の訓線には慎重に対応している。
保護者の期待や子どもの実態の把握に関して，初めて
のインテーク時に比べ，漠然とした表現から具体的な表
現に変わってきた。このことから，親子訓練で実際に課
題に向けて子どもと関わる中で，子どもの努力や変化に
ついてより細かくとらえることができたと考えられる。
身体状況の改善に関しては，腰の動きに広がりが見ら
れ，腰を入れて立つ動作が改善されたことで，足首や上
肢に入る余分な力が少なくなり，姿勢の安定と上肢の操
作性の向上につながったと考えられる。また，保持でき
る秒数が増えたり，生活動作に広がりが見られたことは，
心理的変化として本人はもちろん，保護者にも大きな自
信となっていることが本人や保護者の発言やアンケート
から伺えた。
現在，この親子訓練会の参加者は，本校の児童•生徒
に加え他校の児童•生徒や就学前の子どもや成人，そし
て障害の状態も様々である。そのため，様々なニーズを
抱える禄子に対し，必ずしも今回のような連携を持たせ
たサポートができるわけではない。また親子で訓練を行
うことへの支援にはアドバイスをする側の技量も問われ
ることを痛感した。今後，親子訓練会の支援に関しては，
幅広いニーズに応えられる体制，支援者のスキルアップ
が必要であると考える。（文責：杉林 寛仁）
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